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【大学間協定留学】 留学報告書 

記入日 2023 年 2 月 8 日 

明治大学の所属学部･研究科 文学部/文学科/ﾌﾗﾝｽ文学専攻 

留学(渡航)した時の学年 3 年生 

帰国年月日 2023 年 2 月 2 日 

明治大学卒業予定年月 2024 年 3 月 

留学先大学について 

留学先国 ﾌﾗﾝｽ 

留学先大学 
ﾘﾖﾝ第 2 大学(日本語名) 

 

Université Lumière Lyon2(現地言語名) 

現地使用言語/ 授業使用言語 ﾌﾗﾝｽ語/ﾌﾗﾝｽ語 

留学期間 2022 年 9 月~2023 年 1 月 

留学先大学で在籍した学年 3 年生 

留学先の所属学部等 

特定の学部･研究科等に所属している(以下に学部等名を記入) 

※学部等名(日本語):      

(現地言語での名称):      

 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している 

その他:      

形態 国立 公立 私立 その他:      

学年暦 

記入例:1 学期/4 月上旬~7 月下旬､        

2 学期/9 月中旬~2 月上旬 

1 学期:9 月上旬~1 月下旬      2 学期:1 月下旬~6 月下旬 

3 学期:                 4 学期:      

学生数 28497 人 

創立年 1973 年 

  

テットドール公園 
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留学費用 

留学費用項目 
現地通貨  

(ﾕｰﾛ) 
日本円 備考 

授業料 0€ 0 円       

宿舎費 1685€ 237585 円 
家賃271€/月､100€手数料､230€保証金(問

題なければ返ってくる) 

食費 765€ 107865 円       

図書費 45€ 6345 円 教科書はなし 

学用品費 35€ 4935 円 体育用ｼｭｰｽﾞ､ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝ協会登録費 

携帯･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ費 119.94€ 16911.54 円 
Free という携帯会社で契約｡一ヶ月 19.99

€初回は SIM 代 10€ 

現地交通費 105€ 14805 円 

定期 25€/月､初回ｶｰﾄﾞ代 5€ 

TCL ｶｰﾄﾞでﾘﾖﾝ市内のﾄﾗﾑ､地下鉄､ﾊﾞｽ､ｹｰ

ﾌﾞﾙｶｰに乗れる 

( 大学まで徒歩･自転車) 

教養娯楽費 0€ 0 円       

被服費 212.97€ 30029 円 冬服 

医療費 0€ 0 円       

保険費 557€ 78537 円 形態:明治大学指定海外保険 

渡航旅費 1500€ 211500 円       

ﾋﾞｻﾞ申請費 48€ 6768 円       

雑費 9€ 1269 円 
現地での日本大使館で出生証明書受け取

り 

その他            円       

その他            円       

合計 5081.91€ 716550 円       

 

 

  

リヨン出身のポールボキューズが

プロデュースする Brasserie le 

Nord のクネル 

 



International Student Center, Meiji University 

3 

 

渡航関連 

渡航経路 

往路 出発地:日本(成田空港) 目的地:ﾊﾟﾘ(ｼｬﾙﾙﾄﾞｺﾞｰﾙ空港) 経由地:ﾍﾙｼﾝｷ(ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ) 

 

復路 出発地:ﾊﾟﾘ(ｼｬﾙﾙﾄﾞｺﾞｰﾙ空港) 目的地:日本(羽田空港) 経由地:      

渡航費用  

① 往復ﾁｹｯﾄを購入した場合 

航空会社:JAL 

料金:21 万円 

 

② 片道ずつﾁｹｯﾄを購入した場合 

往路 航空会社:        料金:      

復路 航空会社:        料金:              ∴合計:      

航空券購入方法 

旅行代理店(店名:     )  

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ(ｻｲﾄ名:JAL 公式ｵﾝﾗｲﾝ) 

その他(     ) 

   

大学の中庭 
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滞在形態関連 

1)種類(留学中の滞在先)(例:ｱﾊﾟｰﾄ､大学の宿舎など) 

学生寮(寮の名前:Crous)     ｱﾊﾟｰﾄ    ﾎｰﾑｽﾃｲ 

2)部屋の形態 

個室   相部屋(同居人数     ) 

3)共有部分 

ﾊﾞｽ  ﾄｲﾚ  ｷｯﾁﾝ( 自炊可 自炊不可)  

4)住居を探した方法: 

大学の斡旋 

5)感想:(滞在先の感想とこれから留学する人のためのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ) 

留学前に部屋ﾀｲﾌﾟを選ぶことができ､私は交流を求め､個室でｷｯﾁﾝのみ共有ﾀｲﾌﾟを選択したが､友達の部屋を見た時に

完全個室の studio ﾀｲﾌﾟの方が広いし､快適そうだなと思ったので､そちらの選択を勧めます｡ 

現地情報 

1)留学期間中､病気やｹｶﾞをしましたか｡した場合､どこで治療を受けましたか｡(例:現地の病院､学内の診療所) 

なし 

あり (治療を受けた場所:     ) 

2)留学期間中､学内外で問題はありましたか｡あった場合､誰に相談しましたか｡ 

(例:留学先大学の相談窓口､現地の友人等) 

なし 

あり (問題の内容や相談した人等:ｽﾘに遭い､警察に行った) 

3)現地の危険地域情報をどのように収集し､どのような防犯対策をしましたか｡また､実際に盗難等を含む犯罪に巻き込

まれたことはありますか?その際どのように対処しましたか? 

事前にﾈｯﾄで調べました｡または友達との会話で情報を得ました｡帰国前日にたくさんのｽｰﾂｹｰｽを持って友達とﾎﾃﾙに

向かっていた際に Perrache駅のｴﾚﾍﾞｰﾀｰの中でｲﾀﾘｱ人らしき二人組にﾎﾟｼｪｯﾄに入っていた財布を盗まれました｡同じｴ

ﾚﾍﾞｰﾀｰにﾌﾗﾝｽ人の方が乗っていて､その方が犯行を目撃していて､ｴﾚﾍﾞｰﾀｰを出た直後に｢鞄の中を確認して｣と言われ､

財布がなかったことに気づいたので警察に電話してくれてそのまま Hôtel de ville 駅にある警察署に連れていってくれ

た｡そこで日本語の用紙で被害届を書いた｡ 

4)携帯電話や､ｲﾝﾀｰﾈｯﾄについて､現地での利用･接続はいかがでしたか｡ 

(例:寮のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続が不安定で 1 週間に 1 度は全く繋がらない時がある｡街にあるほとんどのｶﾌｪでは WIFI 接続が可

能であったので､寮で使用できない時はｶﾌｪに行った｡) 

寮の Wi-Fi の接続は非常に良くて日本にいる友達と電話する時なども問題はありませんでした｡ﾌﾗﾝｽはｽｰﾊﾟｰやｼｮｯﾋﾟﾝ

ｸﾞﾓｰﾙなどでは電波が全く繋がらないことがよくあります｡そのためだいたい Wi-Fi がありますが Wi-Fi もそんなに強

くないです｡TGV にも Wi-Fi がありますがそんなに強くないです｡ 

5)現地での資金調達はどのように行いましたか?(例:現地に銀行口座を開設して日本の親から送金してもらった｡銀行

口座は現地で外国人登録をしないと開設できない｡また､ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞも併用していた｡) 

留学前に日本でｿﾆｰ銀行のｶｰﾄﾞを作ったので家から持って来た€の現金とそのｶｰﾄﾞを使用していました｡ﾌﾗﾝｽの銀行口

座を作りましたが､私は一度も使うことがありませんでした｡ 

6)現地では調達できない日本から持っていくべき物があれば教えて下さい｡ 

ｱｼﾞｱ食材店がたくさんあるので基本的に現地で何でもそろいますが､日本で買うより高いのでどうしても食べたいも

のやだしや醬油などの調味料は持っていく方が良いと思います｡体調が悪くなった時にすぐに服用することができるよ

うに普段から服用している薬や冷えﾋﾟﾀを持っていくと便利だと思います｡ 

7)【授業料負担型の方】授業料の支払方法､支払時期等について教えてください｡(例:渡航前に自分で指定したｸﾚｼﾞｯﾄｶｰ

ﾄﾞで支払った､現地で開設した銀行のﾁｪｯｸで支払った｡) 
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学習･研究活動についてのﾚﾎﾟｰﾄ(履修した科目ごとに記入) 

1)留学先で取得した単位数合計 
本学で認定された単位数合計 

※該当項目にﾁｪｯｸのうえ､記入して下さい｡ 

     単位 
     単位 

単位認定の申請はしません(理由:     ) 

2)履修登録の時期･方法及び履修制限  

  出発前  出発後 

  派遣先大学の事務室  ｵﾝﾗｲﾝ  ﾒｰﾙ  その他(     ) 

  履修の制限があった:      

3)以下は留学先で履修した科目についてのﾚﾎﾟｰﾄです｡今後留学をする人たちへのｱﾄﾞﾊﾞｲｽも含めてお書き下さい｡記入ｽ

ﾍﾟｰｽが足りない場合は､A4 用紙で別途作成し､添付してください｡ 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

Lyon et son histoire  ﾘﾖﾝとその歴史 

科目設置学部･研究科 UFR TT 

履修期間 1 学期 

単位数       

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 少人数授業(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ､講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 120 分が 1 回 

担当教授 Demien Mertinez､Jean-Louis Gaulin 

授業内容 
考古学的にﾘﾖﾝの歴史について学ぶ｡3 回ほど校外学習があり､ｶﾞﾛ･ﾛﾏﾝの円形劇場やﾘﾖ

ﾝ旧市街を先生の説明と共に回る｡ 

試験･課題など 
学期末評価としてｸﾞﾙｰﾌﾟ発表(先生が提示したﾃｰﾏか歴史に関する自分たちで考えたﾃｰ

ﾏ) 

感想を自由記入 

この授業は留学生用の授業なので､ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸなどで他国の留学生と交流を深めること

ができました｡ 

 

ガロ・ロマン時代の

円形劇場 
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履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

Lyon, une métropole européenne ? ﾘﾖﾝ､ﾖｰﾛｯﾊﾟの大都市? 

科目設置学部･研究科 Temps et Territoires 

履修期間 1 学期間 

単位数       

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 少人数授業(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ､講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 120 分が 1 回 

担当教授 Jacques Defosse 

授業内容       

試験･課題など 
期末試験一回(先生が提示したﾘﾖﾝの地域の写真の説明を書く) 

ｸﾞﾙｰﾌﾟで取り組み作った PPT または動画提出 

感想を自由記入 

この授業も留学生用の授業です｡最初と最後の授業以外は校外学習でした｡ﾘﾖﾝの街に

ある建物や場所について､この地域の建築にはこのような特徴があるということや､昔

と今とではどのように変化していったのかなどﾘﾖﾝの街をより詳しく学ぶことができ

ます｡この授業は火曜日の 3 限にあったが､私は 2 限に別の授業を取っていたので､毎回

2 限が終わってから学校ではない指定された場所にすぐに移動する必要があったので

移動が少し大変でした｡しかしﾘﾖﾝで留学しているからこそ学べる内容だと思うので､

お勧めします｡ 

 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

FEMI langue française cours ﾌﾗﾝｽ語の授業 

科目設置学部･研究科 CIEF 

履修期間 1 学期間 

単位数       

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 10 人程の少人数授業(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ､講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 100 分が 2 回 

担当教授 Helene Diaz→Aline Miramand(途中から変更) 

授業内容 ﾌﾗﾝｽ語でﾌﾗﾝｽ語を学び授業です｡ 

試験･課題など 
10 月末に一度試験(作文)､ｸﾞﾙｰﾌﾟ発表 1 回(ﾃｰﾏ自由) 

たまに次回の授業までの課題が出る 

感想を自由記入 

この授業では､選んだｶｰﾄﾞのﾃｰﾏについてその場で考え､発表することや､ｸﾞﾙｰﾌﾟ発表の

練習として先生が用意した広告の中から一枚選び､その広告がなぜ良いのかについて

発表するなど､発表の機会が多くあり､ﾌﾗﾝｽ語が上達する機会になったと思う｡ｸﾗｽや

先生によって内容が大きく変わると思う｡初めの先生が 10 月のﾊﾞｶﾝｽが終わった後か

ら体調不良で来られなくなってしまい､先生が変わることになったが､その変更した先

生も学期末にｺﾛﾅと体調不良により最後の二週間ほど私たちの授業がなかったのが少

し残念だった｡ 
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履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

Compétences orales intermédiaires 

B1 

中級口頭ｽｷﾙ B1 

科目設置学部･研究科 CIEF 

履修期間 1 学期間 

単位数       

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 少人数授業(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ､講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 120 分が 1 回 

担当教授 Christine Thollot 

授業内容 
ﾌﾗﾝｽ人が文章を読むときに省略して読む発音の仕方や常に席は 3~4 人のｸﾞﾙｰﾌﾟとな

っていて､音源を聞いた後､ﾒﾝﾊﾞｰと聞こえた内容の確認など｡ 

試験･課題など 

10 月から期末にかけてｸﾞﾙｰﾌﾟ発表(5 分くらいのﾄﾞ動画を探し､視聴後ｸﾗｽﾒｲﾄに質問を

投げかけ､ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝのﾃｰﾏを決める) 

期末筆記試験(ﾘｽﾆﾝｸﾞ) 

 

感想を自由記入 

この授業も留学生用の授業で､初回は全員と自己紹介をし合う機会があり､お互いのこ

とを知ることができた｡先生がわりとﾊﾟｯｼｮﾝの高い人で少し怖かった｡外国人の名前の

発音が難しいことが多く､私の名前は読みやすかったらしく､先生に覚えられていたた

め､何度もあてられたので少し大変でした｡ﾘｽﾆﾝｸﾞ音源がとても早くて聞き取るのが難

しく､初めは全然聞き取ることができなかったが､だんだんと耳が慣れてきて最初より

は聞き取れるようになったと思う｡ 

 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

Badminton ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ 

科目設置学部･研究科       

履修期間 1 学期間 

単位数       

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 選択式授業(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ､講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 105 分が 1 回 

担当教授       

授業内容 
最初に列になって少しﾗﾝﾆﾝｸﾞやｽﾃｯﾌﾟなどをする｡その後自由にﾍﾟｱで打ち合い､授業

の後半はひたすらｼﾝｸﾞﾙｽでの試合｡最後の授業にﾀﾞﾌﾞﾙｽをした｡ 

試験･課題など なし 

感想を自由記入 

週に 1 回運動する機会があって息抜きになった｡この授業に応募する際に本当は別の

時間のﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝを取りたかったが､早めに埋まってしまっていたのでｵﾝﾗｲﾝでのｽﾎﾟｰﾂ

の履修は早めにやるべきだと思った｡授業を取る前にﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに経験者のみとは書か

れていなかったが､ﾙｰﾙの説明などは一切なかったのでﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝのﾙｰﾙを知らずに参加

するとけっこう大変なのかなと思った｡先生がﾘﾖﾝの大会に出ないかという提案をして

くれたおかげでﾌﾗﾝｽでﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝの大会に出場するという貴重な経験をすることができ

た｡ 

 

  



International Student Center, Meiji University 

8 

 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

 Introduction l'histoire de l'art  美術の歴史入門 

科目設置学部･研究科 UFR TT 

履修期間 1 学期間 

単位数 単位なしで受講 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 講義形式(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ､講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 120 分が 1 回 

担当教授 Cristophe Henry, Damien Delille 

授業内容 

ﾙﾈｻﾝｽから 19 世紀末までの歴史的及び芸術的ﾊﾟﾉﾗﾏに基づいて､西洋の近現代美術史

の主要な作品の紹介｡美術史とは何か｡西洋の表象において図形､動き､自然はどのよう

な役割を果たしているか､芸術家､美術批評論とは､私たちとｱｰﾄの関係において､美術館

と市場はどのような位置を占めているか､art moderne と art contemporain という用語

は何に対応しているか｡  

試験･課題など 単位なしで受講したのでなし 

感想を自由記入 

初めは留学生は大学のおｰめいじのようなｻｲﾄに登録することができないので､ﾚｼﾞｭﾒな

どを見ることができず､教授の言っている事を聞き取るのに必死だったので聞こえた

単語をとにかくﾉｰﾄに書きだしていた｡画家の名称をﾌﾗﾝｽ語で言われるので日本とは名

前が違うのでﾌﾗﾝｽ語での名前や作品名や専門的な美術用語を事前に学んでおくべき

だと思った｡ 

 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

Art contemporain Genre 

(19e-20e siècle)  

現代ｱｰﾄ(19 ｰ 20 世紀) 

科目設置学部･研究科 UFR TT 

履修期間 1 学期間 

単位数 単位なしで受講 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 講義形式(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ､講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 120 分が 1 回 

担当教授 Damien Delille, Laurent Baridon 

授業内容 

19 世紀初頭から 1945 年までの芸術と視覚文化への歴史を､近代化の始まりから米国

への前衛芸術の移転まで概観する｡ﾀﾞﾋﾞﾃﾞの学校以降の芸術施設と新古典主義芸術｡芸

術家とﾛﾏﾝﾁｼｽﾞﾑ｡技術的な差異医原性がある時点での画像｡現代性とｱｶﾃﾞﾐｽﾞﾑの論

争｡｢前衛｣の誕生と主義(ﾘｱﾘｽﾞﾑ､印象派､ﾌｫｰﾋﾞｽﾞﾑ､ｷｭﾋﾞｽﾑ､ﾀﾞﾀﾞｲｽﾞﾑ､ｼｭﾙﾚｱﾘｽﾑ)の追

求から､抽象芸術の誕生とﾓﾀﾞﾆｽﾞﾑに関する議題まで｡ 

試験･課題など 単位なしで受講したためなし 

感想を自由記入 

ｼﾞｬﾎﾟﾆｽﾑなどの影響から日本の作品に影響を受けた芸術家たちの作品が登場する場

面が多く､なじみのある作品についても詳しく知ることができた｡とにかく教授の話す

ｽﾋﾟｰﾄﾞが早いので聞き取るのに苦労した｡ 
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卒業後の進路について 

1) 進路 ※3 年生以下の方は今後の予定を記載してください(下記 2 以降は記入不要) 

就職   進学   未定   その他:      

2)進路決定の際に活用したｳｪﾌﾞｻｲﾄ､書籍､機関など 

      

3)就職を選択した方は､差し支えなければ内定先を教えて下さい｡また､その企業を選んだ理由も教えて下さい｡(内定を

得た企業すべての名前､あるいは入社すると決定した企業の名前のみでも構いません) 

※就職活動をこれから始める場合は､差し支えなければ現時点で希望する業界､職種等を教えて下さい｡  

      

4)就職活動中･終了に関わらず､就職活動について感想･ｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします｡ 

(例:留学中の就職活動へ向けた準備､帰国後に就職活動を始めるにあたり注意すること等｡就職活動を不安に思い､留学

を断念する方もいます｡ご自身の経験を踏まえてｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします｡) 

※就職活動をこれから始める場合は､留学経験を通して就職活動に対する意識や希望する就職先の変化等を教えてく

ださい｡ 

      

5)進学を選択した方は､差し支えなければ進学先を教えて下さい｡ 

      

6)進学を志す留学希望者に向けたｱﾄﾞﾊﾞｲｽ(準備､試験対策等)をお願いします｡ 

       

7) その他を選択した方は､その進路を選択した理由と､留学希望者に向けたｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします｡ 

      

 

  

La fête des lumières の際のローヌ川沿い 
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留学に関するﾀｲﾑﾁｬｰﾄ 

留学するまでの準備､試験勉強､留学中､留学後､特に留学に関連して発生した事項を記入してください｡ 

(例:語学試験の勉強､選考､出願､ﾋﾞｻﾞ申請･取得､航空券購入､予防接種､滞在先の確保､留学中の中間試験､期末試験､ 

その他ｲﾍﾞﾝﾄ等) 

 

留学開始年の前年 

1 月 ~  3 月 語学の勉強 

4 月 ~  7 月 語学の勉強 

8 月 ~  9 月 語学の勉強､情報収集 

10 月 ~ 12 月 出願+学内選考発表 

留学開始年 

1 月 ~  3 月 語学の勉強 

4 月 ~  7 月 航空券購入､ﾋﾞｻﾞ申請･取得､ﾚｼﾞﾃﾞﾝｽの申請 

8 月 ~  9 月 渡仏､一学期開始 

10 月 ~ 12 月 中間試験(10 月下旬)留学生用授業の期末試験(12 月上旬) 

留学/帰国年 

1 月 ~  3 月 通常の期末期間(1/2~1/21)､帰国(2 月上旬) 

4 月 ~  7 月       

8 月 ~  9 月       

10 月 ~ 12 月       

  

Le festival Lumière のポスター 
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La fête des lumièresの際のフルヴィエールの

ノートルダム大聖堂 

La fête des lumières の際の

Cathédrale Saint Jean 
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留学体験記 
 

※ この留学先を選んだ理由､留学生活全般について､また､これから留学を志す後輩学生へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽなど､ 
自由に記入してください｡ 

 

 

私がﾘﾖﾝ第 2 大学を選んだ理由は､留学生用の授業が充実していたことと､ｸﾗｽ分けされたﾌﾗﾝｽ語を学ぶ授

業があったからです｡留学に行く前はﾘﾖﾝの街のことを詳しく知らなかったのですが､実際に行ったら安全

で､街の人は優しい人が多かったです｡また､ﾘﾖﾝはﾌﾗﾝｽの第二の都市と言われていることもあり､ﾊﾟﾘとはま

た違いますが､普通にｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙやﾚｽﾄﾗﾝも多く､日本から持って来られずに買う必要があった日用品や

服なども揃えることができました｡ﾌﾗﾝｽの他の都市に比べると栄えている方だと思います｡また､食の街と

言われるﾘﾖﾝには旧市街にたくさんのﾌﾞｼｮﾝと呼ばれるﾘﾖﾝの郷土料理を食べることのできるﾚｽﾄﾗﾝがあり

ます｡そこではﾘｰｽﾞﾅﾌﾞﾙな価格で前菜からﾃﾞｻﾞｰﾄまで食べることができます｡ﾘﾖﾝはﾌﾗﾝｽの南の方にありま

すが､ﾊﾟﾘまで電車で二時間､場所によりますがﾄﾞｲﾂ､ｽﾍﾟｲﾝ､ｲﾀﾘｱにも電車で行くことができます｡ﾌﾗﾝｽの大

学はﾊﾞｶﾝｽがとても多いのでその際には他の国を訪れてみることも､自分の持つ価値観や考えを変化する

良い機会になります｡ 

私は今回の留学が人生初めての海外渡航だったので海外に対する不安が大きかったのですが､世界には優

しい心を持った人が必ずいるので､困った時は誰かが助けてくれます｡海外で優しさを体感したことで､留

学前に抱いていた海外に対する不安を消すことができました｡海外に留学するという勇気さえあれば必ず

そこでは良い経験をすることができます｡留学が終了して､留学に行かなければ良かったなどという後悔は

一つもありません｡ﾘﾖﾝは比較的安全な場所だとは思いますが､ﾊﾟﾘや他の国などでは危険を感じた他者の体

験を耳にし､自分で自分を守ることがいかに重要かを学びました｡特に女性であれば夜遅くまで外出しない

ことや､人気のない所に行かないこと､予め危険な場所を調べたり､聞いたりしてそこには近づかないなど

です｡やはり海外に行くと日本の安全さに慣れている私たちはｽﾘなどから狙われているのでより警戒する

必要があります｡特に多くのｽｰﾂｹｰｽを持って移動する際には必ずﾀｸｼｰ移動する事をお勧めします｡ 

留学中に大学以外にも語学学校に通ったり､なるべく多くの人と関わりたいということを意識して行動し､

その結果多種多様な人と巡り会えたことで､自分とは違う国の人の考え方などから新たな発想を持つこと

ができました｡私はﾚﾊﾞﾉﾝやｼﾘｱの人と出会ったことが印象的です｡なぜなら自分がその国に行くことはあ

まり考えたことがなく､日本にいて中東の方と話す機会というのも少ないかと思います｡だからこそﾌﾗﾝｽ

に行ったから出会えたという人も多いのではないかと感じます｡この経験から様々な視点から物事を見る

ことができるようになったのではないかと考えます｡留学中はﾌｯﾄﾜｰｸを軽くし､誘われたらいろんな所に参

加してみるのは大事だと思います｡ 

そして､交換留学で留学に行くﾒﾘｯﾄとしては､ﾌﾗﾝｽで自力で住居を探すことはとても大変だということを

聞いたことがありますが､交換留学の場合は､事前に向こうが手配してくれるので確実です｡また､明治大学

の代表で来ているというﾌﾟﾗｽの責任感が生まれ､留学中は時間の流れがとても早いと感じる中で､限られた

期間の中でより集中し､目的達成のために努力することができると思います｡ 

ﾘﾖﾝはそこまで大きい都市ではないですが､交通の便が発達していてとても暮らしやすいです｡ﾌﾙｳﾞｨｴｰﾙの

丘から街を見下ろすﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ大聖堂や公園の中に動物園があり夏にはﾊﾞﾗが咲き誇っているﾃｯﾄﾄﾞｰﾙ公園､ﾘﾖ

ﾝの街を発達させたﾛｰﾇ川とｿｰﾇ川など魅力がたくさん詰まった所です｡ﾘﾖﾝ出身で映画を発明した､ﾘｭﾐｴｰﾙ

兄弟にちなんで 10 月には Le festival Lumière (映画祭)があり､昨年はﾃｨﾑ･ﾊﾞｰﾄﾝがﾘﾖﾝに来て､その期間中は

世界各国の有名な映画が映画館で上映されていました｡12 月には四日間ほど､La fête des lumières という

祭典があり､ﾘﾖﾝ市役所や美術館､大聖堂などが毎年変わるﾃﾞｻﾞｲﾝのﾌﾟﾛｼﾞｪｸｼｮﾝﾏｯﾋﾟﾝｸﾞによりｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝが

施されます｡この期間はﾘﾖﾝを訪れるとてつもないほどの観光客がいるので､祭典開始の前日に見ることが

できるのはﾘﾖﾝに住む人々の特権です｡もちろんﾊﾟﾘは多くの観光名所があり有名な都市ですが､長期間住む

のであれば私はﾘﾖﾝに住みたいです｡そのくらいﾘﾖﾝのことが好きになりました｡この素敵なﾘﾖﾝという街を

たくさんの人に知って欲しいです｡ 

 

 

 

 

 


